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祝
横倉会長もコメントを公表し、祝意を示す

　

日
医
の
会
員
で
も
あ
る
本
庶
佑
京
都
大
学
高
等
研
究
院
副
院

長
／
特
別
教
授
が
10
月
１
日
、
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞
を

受
賞
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
横
倉
義
武
会

長
は
翌
２
日
、
別
掲
の
コ
メ
ン
ト
を
公
表
し
祝
意
を
表
し
た
。

本庶佑京都大学高等研究院副院長／特別
教授が10月1日、2018年のノーベル医学・
生理学賞を受賞されることが、スウェーデ
ンのカロリンスカ研究所より発表されまし
た。日本人の同賞の受賞は2年ぶりのことで
あり、5人目の快挙となります。
本庶先生は平成28年10月にはご多忙の中、
会内に設置した「医師の団体の在り方検討

委員会」の委員長にご就任いただき、強いリーダーシップの下で、
翌年3月には4つの提言を盛り込んだ報告書を取りまとめていただ
きました。
また、日本医師会が医学・医療の発展に貢献してきた方にお贈
りする最高優功賞を今年、受賞されることも決定しており、11月1
日に行われる「日本医師会設立71周年記念式典並びに医学大会」
では、「驚異の免疫力」と題して、特別講演をしていただく予定と
なっております。
日本医師会の会員でもある先生が、今回、ノーベル医学・生理
学賞を受賞されたことは、日本医師会としても誇らしく、大変喜
ばしいことであり、これまでの先生のご尽力とその成果を改めて
大いに称えたいと思います。
本庶先生の研究成果を基に開発された、がん免疫治療薬「PD─1
阻害剤オプジーボ」は、さまざまながんの治療に効果があること
が分かり、今では他に治療の手立てのなかった世界中の患者さん
の命を救っていますが、このことは、まさに、基礎医学における
地道な研究が臨床につながった好事例と言えます。
わが国では、基礎医学の分野で成果を出すまでに時間がかかる
だけでなく、政府の補助金の削減などもあり、基礎医学を志す人
達が少なくなっていると言われており、日本医師会としても、そ
の現状を危惧しております。
基礎医学は臨床を支える重要な学問であり、日本医師会といた
しましても、基礎医学に携わる方々が立派な研究成果を生み出せ
るよう、引き続きその環境整備に努めて参りたいと考えております。
また、より多くの人々を救うためにも、本庶先生には引き続き、
日本の基礎医学研究の先頭に立って研究を続けていただき、後進
の指導に当たっていただきたいと思います。

日本医師会会長 横倉義武

本
ほ ん じ ょ

庶　佑
たすく

京都大学高等研究院副院長／特別教授
　昭和17年1月生まれ。昭和41年京大医学部卒業、昭和50年に京大大
学院医学研究科生理系博士課程修了後、昭和59年に京大医学部教授、
平成7年に京大大学院医学研究科教授に
就任。平成30年より現職。
　平成28年には日医の「医師の団体の
在り方検討委員会」の委員長に就任し、
翌年3月には報告書を横倉会長に提出し
ている（写真）。
　平成25年の文化勲章を始め、多くの
賞を受賞している。

現
在
、
が
ん
の
治
療
は
外

科
手
術
と
放
射
線
療
法
、
抗

が
ん
剤
に
よ
る
薬
物
療
法
が

主
流
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
り
治
療
が

な
さ
れ
て
い
る
が
、
本
庶
特

別
教
授
が
開
発
し
た
免
疫
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
た
新
し
い

タ
イ
プ
の
抗
が
ん
剤
に
近
年

注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
決
定
し

た
今
回
の
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・

生
理
学
賞
の
受
賞
は
、
新
し

い
が
ん
治
療
を
打
ち
立
て
た

こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
て
、

決
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

人
間
に
は
、
体
内
に
侵
入

し
た
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど

の
病
原
体
を
攻
撃
す
る
免
疫

の
仕
組
み
が
備
わ
っ
て
い

る
。
Ｔ
細
胞
な
ど
の
免
疫
細

胞
は
、
体
内
で
正
常
な
細
胞

か
ら
変
化
し
た
が
ん
細
胞
を

異
物
と
見
な
し
て
攻
撃
す
る

が
、
一
部
の
が
ん
細
胞
は
こ

の
仕
組
み
を
か
い
く
ぐ
っ

て
、
免
疫
の
働
き
に
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
、攻
撃
を
阻
止
し
、

増
殖
を
続
け
て
し
ま
う
。

本
庶
特
別
教
授
は
、
研
究

室
の
大
学
院
生
が
１
９
９
２

年
に
Ｔ
細
胞
の
表
面
で
偶
然

発
見
し
た
分
子
「
Ｐ
Ｄ
─

１
」

の
研
究
を
進
め
、
こ
の
分
子

が
Ｔ
細
胞
の
ブ
レ
ー
キ
役
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
解
明
。

が
ん
細
胞
の
表
面
に
あ
る

「
Ｐ
Ｄ
─

Ｌ
１
」
が
Ｔ

細
胞
の
Ｐ
Ｄ
─

１
と

結
合
す
る
こ
と
で
、

免
疫
の
働
き
が
抑
制

さ
れ
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
結
合
を
阻
止

し
て
ブ
レ
ー
キ
を
解

除
す
る
こ
と
で
、
Ｔ

細
胞
を
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
新
た
な
が
ん
の

治
療
法
に
な
る
と
考

え
た
本
庶
特
別
教
授

は
、
製
薬
会
社
と
協

力
し
て
、「
Ｐ
Ｄ
─

１
」

を
標
的
と
し
た
世
界
初
の
皮

膚
が
ん
治
療
薬
「
オ
プ
ジ
ー

ボ
」
を
開
発
。
２
０
１
４
年

７
月
に
製
造
販
売
承
認
を
取

得
し
た
。

患
者
に
よ
っ
て
は
大
き
な

効
果
が
あ
り
、
肺
が
ん
や
腎

細
胞
が
ん
の
治
療
に
も
使
わ

れ
て
い
る
が
、
今
後
は
、
効

果
の
有
無
を
事
前
に
見
極
め

る
方
法
の
確
立
が
課
題
と
言

わ
れ
て
お
り
、
本
庶
特
別
教

授
も
そ
の
研
究
を
続
け
て
い

き
た
い
と
し
て
い
る
。

な
お
、本
庶
特
別
教
授
は
、

11
月
１
日
に
開
催
さ
れ
る

「
日
本
医
師
会
設
立
71
周
年

記
念
式
典
並
び
に
医
学
大

会
」
に
お
い
て
、
日
本
医
師

会
最
高
優
功
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、「
驚

異
の
免
疫
力
」
と
題
し
て
特

別
講
演
を
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

ま
た
、
同
日
、
日
医
会
館

に
お
い
て
、
横
倉
会
長
と
対

談
す
る
こ
と
も
決
ま
り
、
そ

の
模
様
は
新
春
対
談
と
し

て
、
本
紙
に
掲
載
す
る
予
定

と
し
て
い
る
。

結合

攻撃にブレーキ
T 細胞

PD─1 PD─L1

がん細胞

結合を防ぐ薬

攻撃できる

図　がん免疫療法の仕組み
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に
厚
生
労
働
省
を
訪
れ
、
加

藤
勝
信
厚
労
大
臣
（
当
時
）

と
会
談
。
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
た
地
域
医
療
介
護
総
合

確
保
基
金
（
以
下
、
基
金
）

の
柔
軟
な
運
用
を
求
め
る
要

望
書
を
提
出
し
た
。

要
望
書
の
中
で
は
基
金
に

つ
い
て
、
地
域
に
お
け
る
創

意
工
夫
を
生
か
し
な
が
ら
、

全
国
各
地
で
効
率
的
か
つ
質

の
高
い
医
療
提
供
体
制
や
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
い
く
た
め
に
大
変
有

用
な
制
度
と
な
っ
て
い
る
と

評
価
。
そ
の
上
で
、
「
２
０

２
５
年
」
や
、
そ
の
後
の
わ

が
国
の
将
来
に
向
け
、
基
金

の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に

は
、
各
地
域
の
実
情
を
よ
り

反
映
で
き
、
ま
た
地
域
で
の

取
り
組
み
を
支
援
す
る
仕
組

み
が
不
可
欠
だ
と
し
て
、
地

域
の
医
療
提
供
者
を
代
表
す

る
立
場
か
ら
、
（
１
）
医
療

分
に
つ
き
、
事
業
区
分
間
の

融
通
を
認
め
る
、
（
２
）
都

道
府
県
が
、
地
域
の
実
情
を

的
確
に
反
映
し
、
ま
た
事
業

計
画
を
適
切
に
立
案
で
き
る

よ
う
、
厚
労
省
よ
り
積
極
的

に
指
導
、
支
援
を
行
う

─

こ
と
の
２
点
を
求
め
て
い
る
。

横
倉
会
長
は
会
談
の
中

で
、
基
金
は
加
藤
厚
労
大
臣

（
当
時
）
が
官
房
副
長
官
時

代
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
し
、
今
回
の
要
望
の
実

現
に
向
け
た
協
力
を
要
請
。

釜

常
任
理
事
は
、
「
基

金
創
設
当
初
は
事
業
区
分
間

で
融
通
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
っ
た
が
、
現
在
は
事
業
区

分
Ⅰ
の
未
執
行
分
を
事
業
区

分
Ⅱ
及
び
Ⅳ
に
該
当
す
る
事

業
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
な
ど
、
柔
軟
な
運
用
が

認
め
ら
れ
て
い
な
い
」
と
そ

の
現
状
を
説
明
し
た
上
で
、

都
道
府
県
医
師
会
か
ら
も
強

く
そ
れ
ら
の
改
善
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
し
て
、
要
望
へ

の
理
解
を
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
加
藤
厚

労
大
臣
（
当
時
）
は
、
「
地

域
医
療
構
想
を
進
め
る
上

で
、
基
金
の
運
用
に
柔
軟
性

を
持
た
せ
る
こ
と
は
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
る

と
と
も
に
、
厚
労
省
か
ら
の

積
極
的
な
指
導
・
支
援
を
求

め
ら
れ
た
こ
と
に
関
し
て

も
、
「
厚
労
省
の
事
務
局
に

伝
え
る
」
と
し
て
、
一
定
の

理
解
を
示
し
た
。

常
任
理
事
と
共
に
９
月
19

日
、
埼
玉
県
庁
を
訪
れ
、
埼

玉
県
医
師
会
（
埼
玉
糖
尿
病

対
策
推
進
会
議
）
及
び
埼
玉

県
と
「
か
か
り
つ
け
医
の
糖

尿
病
診
療
の
推
進
と
重
症
化

予
防
に
向
け
た
連
携
協
定
」

を
締
結
し
た
。

同
連
携
協
定
は
、
糖
尿
病

診
療
の
均
て
ん
化
と
重
症
化

予
防
の
推
進
を
目
的
に
開
始

さ
れ
た
「
か
か
り
つ
け
医
の

た
め
の
診
療
所
糖
尿
病
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
研
究
事
業
（
Ｊ

ジ
ェ
イ

─

Ｄド

ー

ム

Ｏ
Ｍ
Ｅ
）」（
本
誌
１
３
３

１
号
既
報
）
等
で
か
か
り
つ

け
医
の
糖
尿
病
診
療
の
向
上

と
支
援
を
進
め
て
い
る
日
医

（
及
び
日
本
糖
尿
病
対
策
推

進
会
議
）
と
、
診
療
情
報
を

活
用
し
糖
尿
病
重
症
化
予
防

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普
及
を
図
る

埼
玉
県
医
（
及
び
埼
玉
糖
尿

病
対
策
推
進
会
議
）、
糖
尿

進
会
議
）
は
、
診
療
情
報
の

活
用
と
糖
尿
病
重
症
化
予
防

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普
及
等
を
図

り
、
地
域
の
糖
尿
病
診
療
を

推
進
す
る
③
埼
玉
県
は
、
医

師
会
及
び
糖
尿
病
対
策
推
進

会
議
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
保
健
指
導
等
を
含
む
糖

尿
病
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

─
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。

締
結
式
の
冒
頭
で
あ
い
さ

つ
し
た
横
倉
会
長
は
、「
今
回

の
連
携
協
定
の
締
結
に
よ

り
、
効
果
的
な
重
症
化
予
防

が
更
に
推
進
さ
れ
、
国
民
の

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

引
き
続
き
、
江
口
成
美
日

医
総
研
研
究
部
専
門
部
長
よ

り
Ｊ
─

Ｄ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
の
概
要
と

連
携
協
定
締
結
の
意
義
等
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た

後
、
締
結
書
へ
の
署
名
が
行

わ
れ
た
。

締
結
式
終
了
後
の
懇
談
の

中
で
は
、
上
田
清
司
埼
玉
県

知
事
が
全
国
知
事
会
で
健
康

立
国
宣
言
を
取
り
ま
と
め
た

こ
と
に
触
れ
、
「
今
後
は
各

地
域
の
活
動
を
整
理
し
た
上

で
、
皆
で
連
携
し
て
対
策
を

推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」と
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
際
に
は
ス
ピ
ー
ド
感
の

あ
る
対
策
が
必
要
に
な
る
と

し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
横
倉
会
長

は
、
自
身
が
共
同
代
表
を
務

め
る
日
本
健
康
会
議
で
も
、

そ
の
た
め
の
具
体
的
な
計
画

を
検
討
し
て
い
く
意
向
を
示

し
た
。

横
倉
義
武
会
長
（
日
本
糖

尿
病
対
策
推
進
会
議
会
長
）

は
、
羽
鳥
裕
・
松
本
吉
郎
両

横
倉
義
武
会
長
は
９
月
21

日
、
釜

敏
常
任
理
事
と
共

地域医療介護総合確保基金に関する要望事項
一、�医療分につき、事業区分間の融通を認めること
　特に地域医療構想の達成に向け、事業区分Ⅰ「地域医
療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に
関する事業」は重要なものであります。
　他方、地域包括ケアシステムの構築においては、在宅
医療の基盤整備、地域に密着した医療機関の従事者の
養成・確保が必要不可欠であり、地域の実情に応じた
基金の運用が求められます。
　とりわけ、各都道府県において、事業区分Ⅰの未執行
分を事業区分Ⅱ「居宅等における医療の提供に関する事
業」及び同Ⅳ「医療従事者の確保に関する事業」に該
当する事業に活用できるような仕組みが必要です。
　また、都道府県からの要望総額が、事業区分Ⅰに充
てる額（本年度500億円）に満たない場合においても、
柔軟に運用することが肝要です。
　地域医療介護総合確保基金は、消費税増税分を財源
といたしますので、その有効利用は、国民・納税者にもご
理解いただけるものと存じます。

二、�都道府県が、地域の実情を的確に反映し、また事業計
画を適切に立案できるよう、厚生労働省より積極的に指
導、支援を行うこと

「かかりつけ医の糖尿病診療の推進と
      重症化予防に向けた連携協定」を締結
─日医、日本糖尿病対策推進会議、埼玉県医師会、埼玉糖尿病対策推進会議、埼玉県─

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  柔
軟
な
運
用
を
要
望

横
倉
会
長
、
釜
萢
常
任
理
事

病
重
症
化
予
防
を
県
民
の
健

康
寿
命
延
伸
実
現
の
柱
と
位

置
づ
け
る
埼
玉
県
が
連
携
し

て
糖
尿
病
重
症
化
予
防
に
取

り
組
み
、
健
康
寿
命
の
延
伸

を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

同
連
携
協
定
の
宣
言
で

は
、
（
１
）
行
政
主
体
の
糖

尿
病
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
医
師
会
（
及
び
糖
尿
病

対
策
推
進
会
議
）
主
体
の
研

究
事
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
推

進
に
お
い
て
連
携
強
化
を
図

る
、
（
２
）
国
民
の
健
康
寿

命
の
延
伸
に
向
け
て
、
糖
尿

病
重
症
化
予
防
を
広
範
に
進

め
る
と
と
も
に
、
か
か
り
つ

け
医
に
よ
る
効
果
的
な
糖
尿

病
診
療
の
推
進
を
行
う

─

こ
と
が
謳う

た

わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
具
体
的
な
取
り
組

み
と
し
て
、
①
日
医
（
及
び

日
本
糖
尿
病
対
策
推
進
会

議
）
は
、
か
か
り
つ
け
医
の

診
療
情
報
の
収
集
分
析
及
び

情
報
提
供
等
を
通
じ
て
、
地

域
に
お
け
る
糖
尿
病
診
療
の

向
上
に
努
め
る
②
埼
玉
県
医

（
及
び
埼
玉
糖
尿
病
対
策
推

左から上田埼玉県知事、横倉会長、金井埼玉県医会長
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ア
ジ
ア
大
洋
州
医
師
会
連

合
（
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
）
マ
レ
ー

シ
ア
総
会
が
９
月
12
日
か
ら

14
日
ま
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
の

ペ
ナ
ン
で
開
催
さ
れ
、
横
倉

義
武
会
長
（
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
会

長
）
、
道
永
麻
里
常
任
理
事

（
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
事
務
総
長
）
、

星
北
斗
参
与
、
村
田
真
一
弁

護
士
（
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
法
律
顧

問
）
、
日
医
ジ
ュ
ニ
ア
ド
ク

タ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ

Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
）
の
メ
ン
バ

ー
が
出
席
し
た
。

参
加
は
15
医
師
会
（
日
本
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
、
香
港
、
イ
ン
ド
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓
国
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

ネ
パ
ー
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
台
湾
、
タ
イ
）
、
欠
席

は
４
医
師
会
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
リ

ラ
ン
カ
、
マ
カ
オ
）
。
世
界

医
師
会
（
Ｗ
Ｍ
Ａ
）
、
ブ
ラ

ジ
ル
医
師
会
、
ラ
ト
ビ
ア
医

師
会
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
出
席
し
、
参

加
者
は
総
勢
約

１
０
０
名
で
あ

っ
た
。

12
日
の
理
事

会
で
は
、
道
永

常
任
理
事
が
Ｃ

Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
事
務

総
長
報
告
を
行

っ
た
。

総
会
式
典
は

道
永
事
務
総
長

に
よ
る
出
席
点

呼
で
開
始
し
、

マ
レ
ー
シ
ア
医

師
会
モ
ハ
メ
ッ

ド
・

ナ

マ

ジ

ー
・
イ
ブ
ラ
ヒ

ム
会
長
の
歓
迎

あ
い
さ
つ
、
横

倉
会
長
に
よ
る

Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
会

長
開
会
あ
い
さ

つ
、

オ

ト

マ

ー
・
ク
ロ
イ
バ

ー
Ｗ
Ｍ
Ａ
事
務

総
長
の
祝
辞
が

あ
っ
た
。

横
倉
会
長
の

Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
会

長
報
告
で
は
、

こ
の
１
年
間
、
日
医
会
長
、

Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
会
長
、
Ｗ
Ｍ
Ａ

会
長
と
三
つ
の
会
長
職
を
務

め
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル

ス
・
カ
バ
レ
ッ
ジ
（
Ｕ
Ｈ
Ｃ
）

の
推
進
を
目
的
と
し
た
活
動

に
注
力
し
て
き
た
こ
と
を
述

べ
た
。
第
36
代
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ

会
長
（
２
０
１
８
─

２
０
１

９
年
）
に
は
、
ラ
ビ
ン
ド
ラ

ン
・
ナ
イ
デ
ュ　

マ
レ
ー
シ

ア
医
師
会
前
会
長
が
就
任
し

た
。カ

ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
で

は
、
道
永
常
任
理
事
が
「
日

本
医
師
会
の
役
割
と
将
来
の

ビ
ジ
ョ
ン
」
と
題
し
、
健
康

日
本
21
、
日
本
健
康
会
議
、

糖
尿
病
対
策
推
進
会
議
等
を

通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
取
り

組
み
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、

健
康
増
進
と
福
祉
の
向
上
、

社
会
格
差
を
な
く
す
た
め
の

医
師
会
の
役
割
、
地
域
医
療

に
お
け
る
か
か
り
つ
け
医
を

中
心
と
し
た
医
療
と
介
護
の

連
携
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

13
日
に
は
、
武
見
太
郎
記

念
講
演
と
し
て
、
ノ
ア
・
イ

シ
ャ
ム
・
ア
ブ
デ
ュ
ラ　

マ

レ
ー
シ
ア
保
健
局
長
が
マ
レ

ー
シ
ア
の
医
療
事
情
と
Ｕ
Ｈ

Ｃ
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
、

横
倉
会
長
か
ら
コ
メ
ン
ト
及

び
記
念
の
盾
が
贈
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
「
プ
ラ
イ
マ
リ

ケ
ア
と
Ｕ
Ｈ
Ｃ
」
と
題
し
、

ク
ロ
イ
バ
ー
Ｗ
Ｍ
Ａ
事
務
総

長
よ
り
、
10
月
の
ア
ル
マ
ア

タ
宣
言
採
択
40
周
年
を
記
念

し
て
行
わ
れ
る
「
プ
ラ
イ
マ

の
道
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
各
医

師
会
か
ら
発
表
が
行
わ
れ

た
。横

倉
会
長
は
、人
口
問
題
、

死
因
の
推
移
、
が
ん
対
策
な

ど
日
本
の
現
状
を
紹
介
し
、

東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｕ
Ｈ

Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７
」

で
、
Ｕ
Ｈ
Ｃ
へ
の
進
展
を
加

速
す
る
た
め
、「
東
京
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
た
こ
と
、
Ｗ
Ｍ

Ａ
会
長
と
し
て
２
０
１
８
年

４
月
、
Ｕ
Ｈ
Ｃ
の
推
進
と
緊

急
災
害
対
策
の
強
化
を
目
的

と
し
た
覚
書
を
テ
ド
ロ
ス
Ｗ

Ｈ
Ｏ
事
務
局
長
と
の
間
で
締

結
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

14
日
の
総
会
で
は
、冒
頭
、

ク
ロ
イ
バ
ー
Ｗ
Ｍ
Ａ
事
務
総

長
の
先
導
に
よ
り
参
加
者
全

員
で
Ｗ
Ｍ
Ａ
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
宣

言
を
唱
和
し
た
。

議
事
で
は
、
議
長
、
副
議

長
、
財
務
担
当
役
員
に
各
医

師
会
代
表
で
あ
る
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ

Ｏ
理
事
以
外
か
ら
も
選
任
で

き
る
定
款
施
行
細
則
の
修
正

案
と
共
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
成
果
物
と
し
て
、
「
Ｕ
Ｈ

Ｃ
に
関
す
る
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
ペ

ナ
ン
決
議
」が
採
択
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
道
永
常
任
理
事

は
母
子
手
帳
の
普
及
に
関
し

て
、
日
医
が
Ｗ
Ｍ
Ａ
に
提
出

し
て
い
る
「
Ｗ
Ｍ
Ａ
母
子
健

康
手
帳
の
開
発
と
普
及
に
関

す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
声
明
案
」
へ
の

支
持
を
呼
び
掛
け
た
。

ま
た
、
菅
波
茂
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

代
表
か
ら
は
、
Ｗ
Ｍ
Ａ
災
害

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す

る
説
明
が
行
わ
れ
、
ま
ず
、

災
害
の
多
い
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
地

域
で
取
り
組
み
を
開
始
し
、

そ
の
結
果
を
Ｗ
Ｍ
Ａ
と
共
有

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の

考
え
が
示
さ
れ
た
。

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、

２
０
１
９
年
の
総
会
は
イ
ン

ド
医
師
会
、
２
０
２
０
年
総

会
は
台
湾
医
師
会
、
２
０
２

１
年
総
会
は
パ
キ
ス
タ
ン
医

師
会
が
そ
れ
ぞ
れ
主
催
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

会
期
中
、
「
平
成
30
年
７

月
豪
雨
」
「
平
成
30
年
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
」
の
被
災

地
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、

台
湾
、
台
北
市
の
両
医
師
会

の
会
長
を
務
め
る
邱
泰
源
会

長
か
ら
、
義
援
金
１
５
０
万

台
湾
ド
ル（
約
５
４
６
万
円
）

が
横
倉
会
長
に
寄
贈
さ
れ

た
。ま

た
、
横
倉
会
長
は
、
ク

ロ
イ
バ
ー
Ｗ
Ｍ
Ａ
事
務
総
長

の
要
請
に
よ
り
、
９
月
28
日

の
「
世
界
狂
犬
病
デ
ー
」
に
、

狂
犬
病
の
撲
滅
を
求
め
た
Ｗ

Ｍ
Ａ
会
長
と
し
て
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
寄
せ
た
。

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
世

界
獣
医
師
会
と
Ｗ
Ｍ
Ａ
の
共

同
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
と
し
て

公
表
さ
れ
た
他
、
Ｗ
Ｍ
Ａ
の

所
在
す
る
地
元
ラ
ジ
オ
局
の

番
組
で
放
送
さ
れ
た
。

アジア大洋州医師会連合（CMAAO）
                                マレーシア総会出席

ナイデュCMAAO新会長と

リ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
関
す
る
国

際
会
議
：
ア
ル
マ
ア
タ
か
ら

Ｕ
Ｈ
Ｃ
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
向
け

て
」
に
関
し
て
、
プ
ラ
イ
マ

リ
ケ
ア
は
医
師
が
主
導
す
べ

き
で
あ
る
と
い
う
論
点
か
ら

の
特
別
講
演
が
行
わ
れ
た
。

引
き
続
き
、
「
Ｕ
Ｈ
Ｃ
へ

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
対
す
る

                      

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
派
遣
を
終
了

日
医
は
、
10
月
２
日
の
平

成
30
年
度
第
19
回
常
任
理
事

会
で
、
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
に
対
す
る
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
派
遣

を
終
了
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。日

医
で
は
、
９
月
６
日
の

地
震
発
生
直
後
か
ら
横
倉
義

武
会
長
を
本
部
長
と
す
る
災

害
対
策
本
部
を
設
置
。
翌
７

日
に
は
長
瀬
清
北
海
道
医
師

会
長
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る

「
先
遣
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」
を
派
遣

し
、
そ
の
結
果
を
基
に
「
被

災
地
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
」
を
被
災
地

に
派
遣
し
て
い
た
。

そ
の
後
は
、
診
療
や
健
康

管
理
と
と
も
に
、
被
災
地
の

医
療
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
評
価

な
ど
、
統
括
的
な
任
務
を
行

っ
て
き
た
が
、
９
月
25
日
に

開
か
れ
た
北
海
道
医
の
常
任

理
事
会
で
の
決
定
を
踏
ま
え

て
、
今
回
派
遣
を
終
了
す
る

こ
と
を
決
め
た
。

今
回
の
派
遣
チ
ー
ム
は
、

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
撤
収
後
の
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
ス
を
担
っ
た
７
チ

ー
ム
、
Ｄ
Ｖ
Ｔ
検
査
チ
ー
ム

を
含
め
、
57
チ
ー
ム
で
あ
っ

た
。活

動
終
了
を
受
け
て
、
横

倉
義
武
会
長
は
改
め
て
Ｊ
Ｍ

Ａ
Ｔ
活
動
に
対
す
る
協
力
に

対
し
て
感
謝
の
意
を
示
し
た

上
で
、「
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
動
で

は
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
他
の
支
援
チ

ー
ム
と
の
関
係
や
、
い
か
に

早
期
に
『
先
遣
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
』

を
派
遣
す
る
か
な
ど
の
課
題

も
出
て
き
て
い
る
。
今
後
は

そ
の
解
決
を
図
る
と
と
も

に
、『
基
本
編
』
『
統
括
Ｊ
Ｍ

Ａ
Ｔ
編
』
な
ど
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

の
研
修
を
通
じ
て
全
国
の
Ｊ

Ｍ
Ａ
Ｔ
の
質
を
更
に
高
め
、

裾
野
を
広
げ
て
い
き
た
い
」

と
し
て
い
る
。
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平
成
元
年
に
消
費
税
が
導

入
さ
れ
、
社
会
保
険
診
療
が

非
課
税
と
さ
れ
て
以
来
、
控

除
対
象
外
消
費
税
の
問
題

は
、
病
院
、
一
般
診
療
所
、

歯
科
診
療
所
、
薬
局
（
以
下
、

医
療
機
関
等
）
の
経
営
上
極

め
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
解
決
手
段
に
つ
い
て

は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
三
師
会

並
び
に
四
病
院
団
体
協
議
会

で
は
、
こ
れ
ま
で
、
税
制
改

正
要
望
の
中
で
そ
の
解
決
策

と
し
て
、
非
課
税
還
付
方
式

を
導
入
す
る
こ
と
を
要
望
し

て
き
ま
し
た
。

こ
の
案
に
関
し
て
は
、
仕

入
れ
税
額
を
控
除
し
、
還
付

を
受
け
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
の
は
課
税
に
限
っ
て
の
こ

と
で
あ
る
た
め
、
財
政
当
局

か
ら
は
消
費
税
の
基
本
的
な

仕
組
み
と
は
相
い
れ
な
い
と

の
指
摘
を
受
け
て
い
ま
し

た
。こ

の
点
は
我
々
も
十
分
に

承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
社
会
保
障
で

あ
る
医
療
に
対
し
て
消
費
税

の
課
税
を
行
う
と
い
う
こ
と

は
、
国
民
（
有
権
者
）
の
広

い
理
解
を
得
る
こ
と
が
極
め

て
困
難
な
現
状
が
あ
り
ま

す
。そ

の
一
方
、
消
費
税
率
が

10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
が
来
年
10
月
と
間
近
に
迫

る
中
で
、
控
除
対
象
外
消
費

税
問
題
の
解
決
は
待
っ
た
な

し
の
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
日
医
で
は
改
め
て
、
日

歯
、
日
薬
、
四
病
協
と
共
に

補
て
ん
額
）
と
個
別
の
医
療

機
関
等
が
負
担
し
た
控
除
対

象
外
仕
入
れ
税
額
（
医
薬

品
・
特
定
保
険
医
療
材
料
を

除
く
）
を
比
較
し
、
申
告
に

よ
り
補
て
ん
の
過
不
足
に
対

応
す
る
と
い
う
提
言
と
な
っ

て
い
ま
す
。

診
療
報
酬
へ
の
補
て
ん
に

つ
い
て
は
、
消
費
税
率
10
％

へ
の
引
き
上
げ
時
に
医
療
機

関
等
種
類
別
の
補
て
ん
の
ば

ら
つ
き
を
丁
寧
に
検
証
し
是

正
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
後

の
診
療
報
酬
改
定
で
も
必
要

に
応
じ
て
検
証
、
是
正
を
行

う
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま

す
。そ

の
適
用
対
象
で
す
が
、

消
費
税
及
び
所
得
税
に
つ
い

て
実
額
計
算
で
申
告
を
行
っ

て
い
る
医
療
機
関
等
開
設
者

と
し
て
い
ま
す
。

元
年
０
・
11
％
、
平
成
９
年

０
・
32
％
）
が
基
本
と
な
り

ま
す
。

そ
の
計
算
例
と
し
て
は
、

平
成
26
年
に
つ
い
て
は
診
療

報
酬
本
体
報
酬
全
体
と
診
療

種
類
別
の
上
乗
せ
率
の
比
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
比
を
用
い
て
計
算

す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
し
、

平
成
９
年
は
診
療
種
類
別
の

上
乗
せ
率
が
明
ら
か
で
あ
り

ま
す
の
で
、
平
成
元
年
の
分

に
つ
い
て
の
み
、
平
成
26
年

の
比
を
用
い
て
計
算
す
る
方

法
も
あ
り
ま
す
。

今
回
の
提
言
で
は
、
新
た

な
仕
組
み
の
ス
タ
ー
ト
ま
で

に
こ
の
よ
う
な
計
算
方
法
に

つ
い
て
検
討
し
、
消
費
税
率

５
％
ま
で
の
診
療
種
類
別
消

費
税
補
て
ん
額
に
つ
い
て
合

意
、
決
定
す
る
必
要
が
あ
る

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
26
年
の
補
て

ん
は
、
厚
生
労
働
省
に
よ
る

平
成
27
年
の
検
証
に
お
い

て
、
一
般
診
療
所
、
精
神
科

中
川
副
会
長
に
聞
く

控
除
対
象
外
消
費
税
問
題
の
解
決
に
向
け

 

医
療
界
が
一
致
団
結
し

           

新
た
な
仕
組
み
の
実
現
に
努
め
る

病
院
で
補
て
ん
率
が
１
０

０
％
超
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
消
費
税
率
５
％
ま
で
の

部
分
を
含
め
て
み
れ
ば
い
ず

れ
の
診
療
種
類
に
お
い
て
も

補
て
ん
不
足
で
す
。

加
え
て
、
平
成
26
年
の
診

療
報
酬
改
定
に
お
い
て
、
消

費
税
対
応
を
行
っ
た
初
診

料
、
再
診
料
、
入
院
基
本
料

な
ど
の
診
療
報
酬
項
目
で
、

そ
の
後
、
組
み
替
え
が
行
わ

れ
た
も
の
や
、
点
数
が
変
更

さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

そ
の
う
ち
の
消
費
税
対
応
分

が
何
点
な
の
か
を
明
確
に
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
26
年
に
対
応
し
た

個
々
の
点
数
を
活
用
し
て
計

算
す
る
た
め
に
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ

の
場
合
に
は
該
当
部
分
を
抽

出
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
厚
労
省

に
は
、
そ
の
対
応
を
要
請
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
31
年
に
消
費

税
率
が
10
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
時
に
も
、
平
成
26
年
診

療
報
酬
改
定
と
同
様
の
対
応

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
消

費
税
率
10
％
引
き
上
げ
時
の

診
療
報
酬
改
定
で
は
、
税
率

５
％
超
８
％
ま
で
の
部
分
の

補
て
ん
状
況
に
つ
い
て
検
証

を
行
い
、
補
て
ん
の
ば
ら
つ

き
を
是
正
し
た
上
で
、
新
た

な
仕
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
導

入
後
に
お
い
て
も
診
療
報
酬

改
定
の
都
度
、
補
て
ん
の
ば

ら
つ
き
を
検
証
・
是
正
す
る

こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

薬
価
・
特
定
保
険
医
療
材

料
価
格
へ
の
対
応

次
に
薬
価
・
特
定
保
険
医

療
材
料
価
格
へ
の
対
応
に
つ

い
て
で
す
。

現
在
、
薬
価
・
特
定
保
険

医
療
材
料
価
格
（
以
下
、
薬
価

等
）
は
、
改
定
後
薬
価
＝
（
消

費
税
抜
き
の
改
定
前
市
場
実

勢
価
格
×
１
・
08
）
＋
〔
改
定

前
薬
価
×
調
整
幅
（
２
％
）〕

で
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
計
算

式
の
「
×
１
・
08
」
に

　

日
医
は
控
除
対
象
外
消
費
税
問
題
の
解
決
策
と
し
て
、
日
本
歯

科
医
師
会
、
日
本
薬
剤
師
会
並
び
に
四
病
院
団
体
協
議
会
と
共
に

「
控
除
対
象
外
消
費
税
問
題
解
消
の
た
め
の
新
た
な
税
制
上
の
仕
組

み
に
つ
い
て
の
提
言
─
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
に
向
け
て

─
」
を
取
り
ま
と
め
、
本
年
８
月
に
公
表
し
た
（
本
紙
第
１
３
６

９
号
既
報
）。

　

そ
こ
で
、
今
号
で
は
改
め
て
、
中
川
俊
男
副
会
長
に
そ
の
提
言

内
容
や
新
た
な
仕
組
み
の
実
現
に
向
け
た
課
題
等
に
つ
い
て
説
明

し
て
も
ら
っ
た
。

ど
に
よ
り
実
態
の
正
確
な
把

握
を
行
う
」
こ
と
と
さ
れ
、

日
医
が
平
成
27
年
３
月
に
設

置
し
た
「
医
療
機
関
等
の
消

費
税
問
題
に
関
す
る
検
討

会
」
に
お
い
て
、
原
価
構
成

の
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
個
々
の
「
見

え
る
化
」
は
極
め
て
困
難
で

あ
り
、
少
な
く
と
も
消
費
税

率
５
％
ま
で
の
部
分
に
つ
い

て
は
、
マ
ク
ロ
的
な
比
率
で

「
見
え
る
化
」
を
行
う
方
が

現
実
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
お
お
む
ね
合
意
が
得
ら

れ
、
こ
の
後
、
平
成
27
年
12

月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
自

由
民
主
党
・
公
明
党
「
平
成

28
年
度
税
制
改
正
大
綱
」
に

お
い
て
は
、
個
々
の
診
療
報

酬
項
目
に
含
ま
れ
る
仕
入
れ

税
額
相
当
額
の
「
見
え
る
化
」

に
関
す
る
文
言
は
削
除
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
今

回
の
提
言
で
は
、
消
費
税
率

５
％
ま
で
の
消
費
税
補
て
ん

額
に
つ
い
て
、
マ
ク
ロ
的
な

比
率
を
用
い
て
把
握
す
る
こ

と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

消
費
税
率
５
％
ま
で
の
マ

ク
ロ
的
な
比
率
の
計
算
に
つ

い
て
で
す
が
、
消
費
税
率

５
％
ま
で
の
本
体
報
酬
へ
の

上
乗
せ
率
０
・
43
％
（
平
成

議
論
を
重
ね
、
医
療
界
が
一

致
団
結
で
き
る
具
体
的
な
対

応
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
も

の
が
今
回
の
提
言
で
あ
り
、

８
月
29
日
の
合
同
記
者
会
見

で
そ
の
内
容
を
公
表
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
診
療
報
酬

へ
の
補
て
ん
の
仕
組
み
を
維

持
し
た
上
で
、
個
別
の
医
療

機
関
等
ご
と
に
診
療
報
酬
本

体
に
含
ま
れ
る
消
費
税
補
て

ん
相
当
額
（
以
下
、
消
費
税

新
た
な
仕
組
み
を 

                

実
現
す
る
た
め
の
諸
課
題

消
費
税
補
て
ん
額
の
把
握

こ
の
新
た
な
仕
組
み
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
課
題
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
ま
ず

挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
消
費
税

補
て
ん
額
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
で
す
。

過
去
の
経
緯
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
平
成
26
年
12

月
、
自
由
民
主
党
・
公
明
党

「
平
成
27
年
度
税
制
改
正
大

綱
」
に
お
い
て
、
「
個
々
の

診
療
報
酬
項
目
に
含
ま
れ
る

仕
入
れ
税
額
相
当
額
分
を

『
見
え
る
化
』
す
る
こ
と
な

今回のインタビューのポイント
◦�今回取りまとめた提言では、新たな仕組み
として、診療報酬への補てんの仕組みを維
持した上で、個別の医療機関等ごとに診療
報酬本体に含まれる消費税補てん相当額（以
下、消費税補てん額）と個別の医療機関等
が負担した控除対象外仕入れ税額（医薬品・
特定保険医療材料を除く）を比較し、申告
により補てんの過不足に対応することを提
案している。

◦�提言を実現するためには、消費税補てん額
を明らかにする等、解決すべき課題がある。

◦�会員の皆様には、年末の「平成31年度税制
改正大綱」の決定に向けて、今回の提言に
ついてご理解頂き、実現に向けた協力をお
願いしたい。

新
た
な
仕
組
み
の
提
言

←

日　
本　
医　
師　
会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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は
消
費
税
相
当
額
が
織

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
１
・
08
」
は
消
費

税
率
が

10
％
に
な
れ
ば

「
１
・
10
」
に
な
り
ま
す
。

従
っ
て
、
薬
価
等
に
つ
い
て

は
現
状
の
仕
組
み
ど
お
り
で

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
薬
価
等
に

は
消
費
税
相
当
額
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
医
療
機
関

等
の
納
入
価
は
「
薬
価＞

納
入
価
（
税
抜
）
×
１
・
08

＋
〔
改
定
前
薬
価
×
調
整
幅

（
２
％
）
〕
」
で
交
渉
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

「
薬
価
１
０
０
、
納
入
価
（
税

抜
）
95
」
と
い
う
ふ
う
に
交

渉
し
て
し
ま
う
と
「
薬
価
１

０
０＜

納
入
価
（
税
抜
）
95

×
１
・
08
＝
１
０
２
・
６
」

と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
逆
ざ

や
」
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま

す
（
図
参
照
）。

こ
の
よ
う
な
逆
ざ
や
の
発

生
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
薬
価

に
含
ま
れ
る
消
費
税
相
当
額

を
差
し
引
い
た
価
格
を
基
準

に
納
入
価
（
税
抜
）
の
交
渉

が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

現
在
、
医
薬
品
卸
売
業
者

新
た
な
仕
組
み
の
実
現
に
向
け
て

こ
の
提
言
で
は
財
源
に
つ

い
て
は
明
記
し
て
い
ま
せ

ん
。
提
言
を
発
表
し
た
際
、

記
者
の
方
か
ら
、
結
局
は
医

療
機
関
の
負
担
を
国
民
に
広

く
薄
く
負
担
し
て
も
ら
う
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

の
ご
指
摘
を
頂
き
ま
し
た
。

ど
の
財
源
を
使
う
に
し
て

も
そ
の
指
摘
は
確
か
な
こ
と

で
あ
り
、
国
民
の
理
解
を
得

る
こ
と
も
提
言
実
現
の
た
め

に
は
重
要
な
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
医
療
機
関
が

国
民
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も

の
で
あ
り
、
医
療
機
関
が
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
一
番
困

る
の
は
そ
の
地
域
の
住
民
で

あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら

う
広
報
も
必
要
で
す
し
、

我
々
医
師
も
高
い
倫
理
観
の

下
で
、
国
民
の
健
康
を
守
る

た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
を
し
っ
か
り
と
示
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

控
除
対
象
外
消
費
税
問
題

の
解
決
に
つ
き
ま
し
て
は
、

横
倉
会
長
が
安
倍
晋
三
内
閣

総
理
大
臣
と
会
談
し
た
際
に

「
日
医
を
始
め
と
す
る
医
療
関

係
者
の
方
々
の
議
論
の
状
況

等
も
考
慮
し
つ
つ
、
し
っ
か

り
と
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と

の
言
葉
を
頂
い
て
い
ま
す
（
本

紙
第
１
３
６
８
号
既
報
）。

ま
た
、
厚
労
省
か
ら
も
新

た
な
提
言
の
内
容
を
説
明
し

た
際
に
、
「
本
提
言
を
基
に
、

厚
労
省
と
し
て
も
控
除
対
象

図　医薬品の納入価交渉で注意すべきこと

薬価改定の計算方法（市場実勢価格加重平均値調整幅方式）
改定後薬価＝（消費税抜きの改定前市場実勢価格×1.08）

＋〔改定前薬価×調整幅（2％）〕
計算式の「×1.08」に消費税相当額が織り込まれている。
従って、医療機関は納入価を以下のように交渉する必要がある。

薬価＞納入価（税抜）×1.08＋〔改定前薬価×調整幅（2％）〕
しかし、「薬価 100、納入価（税抜）95」というふうに交渉してしまうと

薬価 100 ＜納入価（税抜）95×1.08＝102.6
となり、いわゆる「逆ざや」が発生してしまう（数字は仮）。

外
消
費
税
問
題
の
解
決
に
向

け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
年
末
に
向
け
て
、

自
民
党
厚
生
労
働
部
会
と
し

て
の
要
望
を
決
定
し
、
そ
の

後
、
自
民
党
税
制
調
査
会
で

の
集
中
的
な
検
討
が
行
わ

れ
、
来
年
度
の
税
制
改
正
大

綱
が
決
定
し
ま
す
。
本
年
12

月
に
決
定
す
る
「
平
成
31
年

度
税
制
改
正
大
綱
」
に
、
こ

の
問
題
の
解
決
に
向
け
た
、

よ
り
具
体
的
な
記
述
が
盛
り

込
ま
れ
る
よ
う
、
医
療
界
が

一
致
団
結
し
、
新
た
な
仕
組

み
の
実
現
を
目
指
し
て
邁ま

い
し
ん進

し
て
参
る
所
存
で
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
ぜ
ひ
、
今
回
の
提

言
に
つ
い
て
ご
理
解
頂
き
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

に
対
し
て
は
、
医
療
機
関
等

と
の
価
格
交
渉
に
当
た
り
、

薬
価
に
含
ま
れ
る
消
費
税
相

当
額
と
そ
れ
を
差
し
引
い
た

価
格
と
を
区
分
し
て
示
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
十
分
に
浸
透
し
て
い
ま

せ
ん
。
特
定
保
険
医
療
材
料

価
格
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と

が
言
え
ま
す
が
、
今
後
は
こ

れ
を
徹
底
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
機
関
の
材
料

費
に
は
、
特
定
保
険
医
療
材

料
と
そ
の
他
の
材
料
費
が
あ

り
ま
す
が
、
特
定
保
険
医
療

材
料
の
価
格
に
は
消
費
税
相

当
額
が
織
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
の
で
、
本
体
報
酬
に
含
ま

れ
る
消
費
税
補
て
ん
額
に
対

応
す
る
仕
入
れ
税
額
は
、「
そ

の
他
の
材
料
費
」
に
係
る
消

費
税
だ
け
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
医
療
機
関
の
経

理
に
お
い
て
は
、
特
定
保
険

医
療
材
料
と
そ
の
他
の
材
料

費
を
区
分
し
て
把
握
す
る
こ

と
が
困
難
な
ケ
ー
ス
も
あ
る

た
め
、
医
療
機
関
が
両
者
を

区
分
す
る
た
め
の
簡
便
な
方

法
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

小
規
模
医
療
機
関
等
へ
の

対
応新

た
な
仕
組
み
の
適
用
対

象
は
、
消
費
税
及
び
所
得
税

に
つ
い
て
実
額
計
算
で
申
告

を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
等

開
設
者
に
限
る
こ
と
と
し
ま

す
。
従
っ
て
、
①
消
費
税
に

つ
い
て
免
税
事
業
者
②
消
費

税
に
つ
い
て
簡
易
課
税
事
業

者
③
所
得
税
に
概
算
経
費
の

特
例
（
四
段
階
制
）
を
利
用

し
て
い
る
事
業
者

─
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、

新
た
な
仕
組
み
の
対
象
外
と

な
り
、
現
行
ど
お
り
診
療
報

酬
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
そ
の
対
応
策
も

考
え
る
必
要
が
出
て
き
ま
す
。

た
だ
し
、
小
規
模
医
療
機

関
等
で
あ
っ
て
も
、
自
ら
課

税
事
業
者
を
選
択
し
実
額
計

算
で
申
告
し
て
い
れ
ば
適
用

対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
実
額
計
算
が
困
難
な

小
規
模
医
療
機
関
等
へ
の
影

響
を
回
避
し
つ
つ
、
自
ら
実

額
計
算
を
選
択
し
て
補
て
ん

の
過
不
足
に
対
応
す
る
道
も

開
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ

と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

→ 日　
本　
医　
師　
会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）



日 医 ニ ュ ー ス 第1371号（6）平成30年10月20日〔第3種郵便物認可〕

平
成
30
年
度
家
族
計
画
・

母
体
保
護
法
指
導
者
講
習
会

薬
の
添
付
文
書
は
そ
の
医

薬
品
の
概
要
を
コ
ン
パ
ク
ト

に
ま
と
め
た
も
の
だ
が
、
内

容
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る

た
め
、
可
読
性
の
低
さ
や
記

載
箇
所
の
分
か
り
に
く
さ

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
は
、「
多

く
の
人
が
関
わ
る
医
療
に
お

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

知
り
た
い
こ
と
が
異
な
る
」

「
法
令
や
ル
ー
ル
に
よ
っ
て

書
き
方
に
決
ま
り
が
あ
り
、

そ
の
背
景
を
知
ら
な
い
と
理

解
で
き
な
い
」
な
ど
、
色
々

な
要
因
が
あ
る
が
、
本
書
は

添
付
文
書
の
記
載
箇
所
、
記

載
ル
ー
ル
を
含
め
て
細
か
く

説
明
さ
れ
て
お
り
、
大
変
使

武
見
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
１

９
８
３
年
に
武
見
太
郎
元
日

医
会
長
の
構
想
で
あ
る
「
医

療
資
源
の
開
発
と
配
分
」
に

着
目
し
た
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

が
、
日
医
の
協
力
の
下
に
同

大
学
公
衆
衛
生
大
学
院
に
設

置
し
、
毎
年
世
界
各
国
よ
り

10
名
程
度
の
中
堅
の
専
門

家
・
研
究
者
が
フ
ェ
ロ
ー
と

し
て
選
考
さ
れ
、
研
究
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

今
年
も
下
記
の
と
お
り
フ

ェ
ロ
ー
の
募
集
を
す
る
こ
と

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

 T.H.Chan
公
衆
衛
生
大
学
院（
Ｈ
Ｓ
Ｐ
Ｈ
）

  

武
見
国
際
保
健
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

フ
ェ
ロ
ー
募
集

要
論
文
を
１
、
２
編
添
付
）

⑥
英
語
能
力
を
客
観
的
に
証

明
す
る
も
の
（「TOEFL iBT

で
１
０
０
以
上
も
し
く
は

IELTS

で
７
以
上
」「
英
語
指

導
に
よ
る
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
登
録
さ
れ
た
学
生
と
し
て

修
了
し
た
学
術
機
関
の
書
類

（
卒
業
証
書
、
成
績
証
明
書

等
）
」
「
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
を

卒
業
し
て
い
る
場
合
に
は
、

卒
業
の
日
付
と
学
位
」）
⑦

日
本
に
お
け
る
連
絡
先
（
自

宅
及
び
勤
務
先
、
和
文
）〕

を
取
り
ま
と
め
、
そ
れ
ぞ
れ

Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
し
て
、
メ
ー
ル
で

日
医
国
際
課
ま
で
お
送
り
願

い
た
い
。

◆
応
募
期
限
：
２
０
１
９
年

１
月
14
日
（
月
）
ま
で

◆
選
考
：
第
１
次
審
査
（
書

類
選
考
・
２
０
１
９
年
２

月
）
後
、
合
格
者
に
対
し
て

３
月
頃
に
東
京
で
第
２
次
審

査
（
面
接
）
を
行
う

◆
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
：

日
医
国
際
課
（

jmaintl@

po.med.or.jp

、

03
─

３

９
４
２
─

６
４
８
９
、

03
─

３
９
４
６
─

６
２
９
５
）

に
な
っ
た
。
希
望
者
は
日
医

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
募
集

要
項
を
ご
参
照
の
上
、
ご
応

募
願
い
た
い
。

◆
派
遣
期
間
：
２
０
１
９
年

８
月
～
２
０
２
０
年
６
月

（
11
カ
月
）

◆
募
集
定
員
：
２
名
ま
で

◆
派
遣
費
用
：
往
復
旅
費
、

滞
在
費
の
一
部
支
給

◆
応
募
資
格
：
原
則
と
し
て

40
歳
未
満
の
医
師
ま
た
は
保

健
医
療
分
野
の
研
究
者
。
た

だ
し
、
現
在
米
国
に
滞
在
中

の
方
、
他
の
団
体
等
か
ら
奨

学
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、

応
募
対
象
と
な
ら
な
い
。

◆
応
募
方
法
：
応
募
者
は
、

応
募
書
類
〔
①
研
究
概
要
兼

カ
バ
ー
レ
タ
ー
（
和
・
英
、

各
Ａ
４
判
１
枚
）
②
研
究
計

画
書
（
和
・
英
、
各
Ａ
４
判

５
枚
以
内
）
③
英
文
推
薦
状

３
通
（
推
薦
者
３
名
）
④
履

歴
書
（
和
・
英
）
⑤
英
文
著

書
、
英
語
論
文
リ
ス
ト
（
主

日本医師会

女性医師バンクから
女性医師バンク　求人施設からの“声”

前回本紙9月20日号に掲載した女性医師バンクにご登録頂いており
ます求職者様からの“声”に引き続き、今回は、求人側の施設様からの
“声”をご紹介します。
小児科医をお探しだったH病院様
定年を超えてご勤務頂いていた小児科医の後任を探していたところ、日本
医師会女性医師バンクより子育て中の先生をご紹介頂きました。週3回、3
～3.5時間の勤務条件にも関わらず、先生には都合が良いとのことで成立し、
無事に前述の先生に引退して頂くことができました。
当院にとって、女性医師バンクの最大のメリットは、医師紹介業者と違い、
紹介手数料が掛からないことです。厳しい診療報酬の中で、適切に良心的な
医療を提供しようと思うと、紹介手数料は負担が大きく、新たな医師を雇用
することに躊

ちゅうちょ

躇します。
そういう意味では、始めから紹介手数料が不要な点を担当者の方からご説明

頂き、管理部に説明がしやすかったです。また、ご紹介頂いた時点で先方の条件や
ご要望を明確に把握して頂いていましたので、面談までスムーズに運びました。
今後とも事業を継続して頂き、良い先生をご紹介頂きたいと思います。

婦人科の検診医師をお探しだったKクリニック様
婦人科検診の先生を探していたところ、女性医師バンクよりご連絡を頂き
ました。
婦人科検診は女性医師を希望される患者様が多いため、来て頂ける女性
医師が直ぐに見つかり大変助かりました。
今回、お願いした先生は子育て中の先生でしたので、勤務時間など条件
面を先生のご希望に合わせて調整させて頂きました。
担当者の方から先生のご希望をあらかじめ的確に伝えて頂いていましたの
で、スムーズに条件面での合意ができました。
当クリニックでは、今後も子育て中の女性医師の先生方に長く勤めて頂け
るよう、環境を整えて参りたいと思います。ありがとうございました。

登録
件数

求職者数1,130人（累計）、求人施設数2,580施設（累計）、
就業決定及び再研修紹介778件（累計）

（平成30年9月30日現在）

女性医師支援センター（女性医師バンク）
03―3942―6512　 info-bank@jmawdbk.med.or.jp

問い合わせ先

医師の求人・求職は
日本医師会女性医師バンク  https://www.jmawdbk.med.or.jp/

◆
主
催
：
日
医
・
厚
生
労
働

省◆
日
時
：
12
月
１
日
（
土
）

午
後
１
～
４
時

◆
場
所
：
日
医
会
館
大
講
堂

◆
参
加
費
：
無
料

◆
申
込
方
法
：
都
道
府
県
医

師
会
を
通
じ
て
行
う
。

◆
申
込
締
切
：
11
月
15
日

（
木
）

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
「
女
性
に
寄
り
添
う

産
婦
人
科
医
療
の
あ
り
方
に

つ
い
て
」

①
妊
娠
前
か
ら
の
女
性
の
健

康

課

題

に

寄

り

添

う
─

Periconceptional 
Care

／Counseling

に
も
目
を

向
け
よ
う
─
（
平
原
史
樹
国

立
病
院
機
構
横
浜
医
療
セ
ン

タ
ー
院
長
）

②
妊
娠
前
か
ら
の
健
康
管
理

に
つ
い
て
（
こ
こ
ろ
の
健
康

を
中
心
に
）
（
仮
）
（
甲
村
弘

子
こ
う
む
ら
女
性
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
）

③
妊
娠
前
か
ら
の
健
康
管
理

に
つ
い
て
（
身
体
疾
患
を
中

心
に
）
（
仮
）
（
鈴
木
俊
治
葛

飾
赤
十
字
産
院
副
院
長
）

④
ゲ
ノ
ム
医
療
時
代
の
妊
娠

に
む
か
え
る
世
代
へ
の
妊
娠

前
の
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

（
仮
）
（
齋
藤
加
代
子
東
京
女

子
医
科
大
学
遺
伝
子
医
療
セ

ン
タ
ー
ゲ
ノ
ム
診
療
科
特
任

教
授
）

⑤
指
定
発
言
─
行
政
の
立
場

か
ら
（
妊
娠
前
か
ら
の
就
労

環
境
の
整
備
も
含
め
て
）

（
仮
）
（
平
子
哲
夫
厚
労
省
子

ど
も
家
庭
局
母
子
保
健
課

長
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
：

日
医
健
康
医
療
第
二
課
〔

03
─

３
９
４
２
─

８
１
８
１

（
直
）
〕

※
参
加
者
に
は
、
日
医
生
涯

教
育
制
度
２
・
５
単
位
（
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
コ
ー
ド
０
）
が

付
与
さ
れ
る
。

※
日
本
産
婦
人
科
学
会
の
単

位
は
、
「
ｅ
医
学
会
カ
ー
ド
」

で
行
う
た
め
、
必
ず
ご
持
参

願
い
た
い
。

※
日
本
産
科
婦
人
科
医
会
の

単
位
は
、
参
加
証
シ
ー
ル
を

当
日
配
布
す
る
。

※
当
日
、
会
館
内
に
託
児
所

を
設
置
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
利
用
希
望
者
は
、
申
し

込
み
時
に
ご
連
絡
願
い
た

い
。

書
籍
紹
介

薬
を
も
っ
と
使
い
こ
な

す
た
め
の
添
付
文
書
の

読
み
方
活
か
し
方

野
村
香
織
　
著

い
や
す
い
。

ま
た
、
医
薬
品
の
開
発
時

の
話
や
市
販
後
の
情
報
な
ど
、

実
務
上
関
わ
り
の
あ
る
内
容

及
び
海
外
の
状
況
な
ど
も
解

説
さ
れ
る
な
ど
、
医
薬
品
の

現
状
を
把
握
す
る
上
で
も
優

れ
た
書
籍
と
な
っ
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
本

書
は
、
新
た
な
視
点
で
添
付

文
書
を
読
み
解
く
こ
と
が
で

き
、
今
ま
で
以
上
に
医
療
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
一
冊
と

言
え
る
。

定
価　

３
２
４
０
円（
税
込
）

発
行　

じ
ほ
う

03
─

３
２
３
３
─

６
３
３
３

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

や
医
療
・
介
護
連
携
が
叫
ば

実
例
で
わ
か
る

介
護
老
人
保
健
施
設

利
用
の
手
引水

野
耕
作
　
著

れ
、
高
齢
者
の
在
宅
復
帰
や

地
域
で
の
生
活
を
推
奨
さ
れ

て
い
る
中
で
、
介
護
老
人
保

健
施
設
は
在
宅
復
帰
の
中
核

的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
在
宅
復
帰
を
目

的
と
す
る
た
め
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
と
比
較
し
て
、

入
退
所
の
頻
度
が
高
く
、
医

療
の
必
要
性
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
医
療
保
険
証
の
使

用
が
制
限
さ
れ
る
ば
か
り
で

な
く
、
看
取
り
介
護
、
強
化

型
老
健
な
ど
複
雑
な
運
営
規

則
が
あ
る
こ
と
は
、
一
般
の

方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
医

師
や
そ
の
他
の
介
護
・
医
療

関
係
者
も
十
分
に
理
解
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。

本
書
は
、
単
な
る
老
健
の

手
引
き
書
で
は
な
く
、
介
護

老
人
保
健
施
設
と
は
ど
の
よ

う
な
施
設
で
、
ど
の
よ
う
に

運
営
、
利
用
さ
れ
て
い
る
の

か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
る
の
か
、
実
例

を
中
心
に
著
わ
し
て
い
る
。

介
護
老
人
保
健
施
設
を
理

解
し
、
医
療
・
介
護
連
携
を

円
滑
に
す
る
た
め
に
も
役
立

つ
一
冊
で
あ
る
。

定
価　

１
７
２
８
円（
税
込
）

発
行　

法
研

03
─

３
５
６
２
─

７
６
７
１
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広島県
広島市医師会だより
No.618より

死
ぬ
ほ
ど
食
べ
た
松
茸
の

記
憶

林
　
　
雄
三

青森県
青森市医師会報
第577号より

C
alling

、
天
職
、
神
の

思
し
召
し

小
谷
　
健
児

富山県
富山市医師会報
第563号より

カ
エ
ル
の
住
居

清
水
　
一
夫

松
茸
は
、
味
よ
し
、
香
り

よ
し
で
、
日
本
人
に
と
っ
て

秋
の
味
覚
の
王
者
で
あ
る
。

か
つ
て
、
赤
松
の
育
つ
中
国

山
地
は
松
茸
の
名
産
地
で
品

は
豊
富
に
あ
っ
た
が
、
庶
民

の
私
達
に
と
っ
て
は
昔
か
ら

口
に
は
入
り
難
い
も
の
だ
っ

た
。
そ
の
後
、
全
国
的
に
山

林
の
開
発
や
、
松
く
い
虫
の

繁
殖
に
よ
る
赤
松
の
減
少
と

と
も
に
生
産
量
が
激
減
し

て
、
香
り
の
劣
る
外
国
産
に

代
わ
る
も
、
松
茸
は
更
に
庶

民
の
手
の
届
か
な
い
か
な
た

に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

か
く
の
如
き
縁
の
遠
い
松

茸
で
は
あ
っ
た
が
、
あ
る
時
、

死
ぬ
ほ
ど
の
量
の
松
茸
を
食

べ
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
私
が
ま
だ
医

学
部
大
学
院
生
の
頃
、
研
究

生
と
し
て
こ
ら
れ
て
い
た
先

輩
の
先
生
が
、
教
室
関
係
者

十
数
人
を
勤
め
先
の
病
院
に

招
待
し
て
松
茸
狩
り
を
さ
せ

て
下
さ
っ
た
時
で
あ
る
。

広
島
市
内
か
ら
そ
ん
な
に

遠
く
な
い
山
間
部
で
あ
る

が
、
当
時
は
、
ま
だ
豊
富
に

松
茸
が
採
取
で
き
た
。
素
人

で
も
容た

や

す易
く
見
つ
け
出
す
こ

と
が
で
き
、
１
時
間
も
経
た

な
い
う
ち
に
各
人
の
持
つ
手

籠
は
い
っ
ぱ
い
と
な
っ
た
。

陽
だ
ま
り
に
シ
ー
ト
を
敷

き
、
各
人
の
収
穫
を
１
カ
所

に
集
積
す
る
と
、
そ
れ
は
数

十
セ
ン
チ
の
小
山
と
な
っ

た
。
七
輪
と
鍋
が
用
意
さ
れ
、

焼
き
上
が
り
の
松
茸
を
酢
醤

油
で
、
煮
た
方
は
松
茸
汁
と

で
も
言
お
う
か
、
ア
ル
コ
ー

ル
を
飲
み
な
が
ら
の
久
し
ぶ

り
の
屋
外
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
心
は
弾
み
、
収
穫
し

た
松
茸
を
堪
能
し
た
。

帰
り
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

お
土
産
と
し
て
20
本
程
度
入

っ
た
籠
を
頂
き
、
こ
の
日
の

感
激
と
満
足
を
家
族
に
も
持

ち
帰
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。
こ
の
食
事
の
際
、
他

の
食
べ
物
の
記
憶
が
な
い
の

で
、
ほ
と
ん
ど
松
茸
だ
け
を

食
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
茸

き
の
こ

類
は
、
昔
か
ら
不
消

化
物
と
言
わ
れ
て
お
り
、
腸

閉
塞
を
起
こ
し
や
す
い
人
は

避
け
る
べ
き
食
べ
物
の
一
つ

で
あ
る
。
全
員
で
積
み
重
ね

た
松
茸
の
山
を
全
て
平
ら
げ

た
の
で
あ
る
が
、
誰
か
が
腸

閉
塞
に
な
っ
た
と
い
う
報
告

は
聞
い
て
い
な
い
。

そ
の
後
何
十
年
間
、
松
茸

と
聞
い
て
も
、
店
頭
で
見
掛

け
て
も
、
特
に
食
べ
た
い
と

い
う
気
持
ち
は
湧
か
な
か
っ

た
。
思
う
に
、
あ
れ
だ
け
の

量
の
松
茸
を
食
べ
た
こ
と
に

よ
る
満
足
感
が
強
烈
で
、
そ

の
後
の
食
欲
を
強
く
抑
制
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
高

価
で
手
の
届
か
な
い
高
級
ト

ロ
や
ウ
ニ
を
、
仮
に
死
ぬ
ほ

ど
食
べ
た
な
ら
、
こ
れ
ら
も

そ
の
後
、
欲
し
な
く
な
る
の

だ
ろ
う
か
。
招
待
し
て
く
れ

る
者
も
い
な
い
し
、
自
ら
試

す
財
力
も
な
い
の
で
、
そ
の

答
え
は
不
明
で
あ
る
。

昨
年
、
晩
秋
の
県
北
に
ド

ラ
イ
ブ
す
る
機
会
が
あ
り
、

立
ち
寄
っ
た
道
の
駅
で
、
松

茸
の
品
揃
え
を
目
に
し
て
驚

い
た
。
産
地
直
送
で
あ
ろ
う

か
ら
安
価
だ
ろ
う
と
期
待
し

た
が
、
小
振
り
の
２
、
３
本

パ
ッ
ク
で
４
～
５
０
０
０

円
、
大
振
り
の
も
の
は
１
本

が
１
０
０
０
０
円
を
超
え
、

た
め
息
が
出
た
。
今
、
国
産

品
は
こ
ん
な
に
も
高
価
な
の

か
。
ど
ん
な
人
が
買
っ
て
食

べ
る
の
か
、
売
れ
残
り
は
ど

う
す
る
の
だ
ろ
う
か
な
ど
、

し
よ
う
も
な
い
こ
と
を
考
え

な
が
ら
手
頃
な
値
段
の
富
有

柿
を
買
っ
て
帰
っ
た
の
で
あ

る
。	

（
一
部
省
略
）

「
ね
え
、
ち
ょ
っ
と
見
て
」
。

葉
が
色
づ
く
に
は
少
し
早

く
、
遅
い
残
暑
の
残
る
庭
で
、

洗
濯
物
を
干
し
て
い
る
家
内

が
呼
ん
で
い
る
。
「
カ
エ
ル

が
い
る
の
」
パ
ジ
ャ
マ
姿
で

庭
に
出
る
と
、
端
っ
こ
の
カ

バ
ー
が
壊
れ
て
中
が
空
洞
に

な
っ
て
い
る
物
干
し
竿
の
中

に
カ
エ
ル
が
い
る
。

住
宅
地
と
田
ん
ぼ
が
混
在

す
る
地
域
の
せ
い
か
、
雨
上

が
り
の
庭
に
は
カ
エ
ル
が
よ

く
出
没
す
る
。
家
内
は
カ
エ

ル
が
大
嫌
い
で
触
る
の
も
ダ

メ
な
く
ら
い
だ
か
ら
、
ど
け

て
欲
し
い
の
だ
ろ
う
。

「
そ
う
じ
ゃ
な
い
の
。
最

近
カ
エ
ル
が
こ
こ
に
住
み
着

い
て
い
る
の
」
最
初
に
見
つ

け
た
時
は
、
さ
す
が
に
び
っ

く
り
し
た
ら
し
い
が
、
「
カ

エ
ル
も
び
っ
く
り
し
て
、
目

を
見
開
い
て
後
ず
さ
り
し
た

の
」
「
時
々
虫
を
食
べ
に
外

出
す
る
け
ど
、
ま
た
朝
方
に

な
る
と
帰
っ
て
く
る
の
」
カ

エ
ル
を
気
持
ち
悪
が
っ
て
い

た
頃
と
は
明
ら
か
に
違
う
。

去
年
の
今
頃
、
庭
の
木
の

枝
に
見
事
な
カ
エ
ル
の
干
物

が
、
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
た
こ

と
が
あ
る
。
モ
ズ
の
は
や
に

え
（
早
贄
）
と
言
う
そ
う
だ

が
、
確
か
に
金
属
の
筒
の
中

に
身
を
潜
め
て
い
れ
ば
、
鳥

に
狙
わ
れ
る
心
配
も
な
い
。

そ
れ
に
、
今
の
時
期
、
筒
の

中
は
適
度
に
暖
か
く
、
湿
っ

た
体
の
乾
燥
も
防
い
で
く
れ

る
の
か
も
知
れ
な
い
。

「
こ
う
や
っ
て
毎
日
、
顔

を
合
わ
せ
て
い
る
と
新
し
い

家
族
の
よ
う
で
何
と
な
く
愛

お
し
い
の
」
「
ち
ゃ
ん
と
こ

こ
に
帰
っ
て
く
る
の
」
毎
日

い
る
か
い
な
い
か
、
筒
を
覗

き
込
ん
で
い
る
家
内
を
、
カ

エ
ル
は
敵
と
は
見
な
し
て
い

な
い
よ
う
だ
。
で
も
家
族
と

も
思
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。

「
今
日
は
い
る
の
？
」
家

内
と
同
様
、
カ
エ
ル
が
家
に

帰
っ
て
き
て
い
る
か
気
に
な

り
だ
し
た
。
筒
か
ら
出
て
餌

を
探
し
て
い
る
最
中
、
不
用

意
に
天
敵
に
食
べ
ら
れ
た
り

し
な
い
だ
ろ
う
か
。
筒
の
中

に
い
る
時
は
、
金
属
に
似
た

色
の
ア
マ
ガ
エ
ル
も
草
の
中

で
は
保
護
色
で
緑
色
に
な
っ

て
い
る
。
そ
う
簡
単
に
捕
ま

る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
。

「
で
も
よ
く
こ
ん
な
高
い

と
こ
ろ
に
登
っ
た
り
降
り
た

り
で
き
る
な
」
高
所
恐
怖
症

の
自
分
に
は
考
え
ら
れ
な

い
。
「
カ
エ
ル
の
足
に
は
吸

盤
が
つ
い
て
い
て
、
物
干
し

の
支
柱
を
上
手
に
登
る
の

よ
」
と
家
内
の
解
説
。
「
な

る
ほ
ど
」
と
言
う
か
、
カ
エ

ル
が
家
に
帰
る
と
こ
ろ
に
も

遭
遇
し
て
い
る
の
か
。

「
ま
あ
、
カ
エ
ル
は
縁
起

物
だ
か
ら
し
ば
ら
く
間
借
り

を
さ
せ
て
お
こ
う
か
」
カ
エ

ル
の
寿
命
は
、
５
、
６
年
く

ら
い
は
あ
る
だ
ろ
う
し
、
あ

い
つ
は
小
粒
で
独
り
者
だ
か

ら
、
し
ば
ら
く
は
顔
が
見
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
い
や
待
て
よ
。

カ
エ
ル
は
あ
ん
な
に
た
く
さ

ん
の
卵
を
産
む
の
だ
か
ら
家

族
な
ど
引
き
連
れ
て
住
も
う

も
の
な
ら
、
あ
の
筒
は
手
狭

に
違
い
な
い
。

「
カ
エ
ル
が
し
ば
ら
く
帰

っ
て
こ
な
い
の
」
「
食
べ
ら

れ
た
の
か
し
ら
」
色
あ
せ
た

葉
っ
ぱ
が
落
っ
こ
ち
て
い
る

庭
で
、
家
内
が
心
配
そ
う
に

物
干
し
の
周
囲
の
草
む
ら
を

探
し
て
い
る
。
「
カ
エ
ル
は

冬
眠
を
す
る
か
ら
、
ど
こ
か

そ
の
辺
の
土
の
中
に
穴
を
掘

っ
て
入
り
込
ん
で
い
る
ん
じ

ゃ
な
い
の
」
「
ま
た
春
に
な

っ
た
ら
、
筒
に
戻
っ
て
く
る

よ
」
じ
ゃ
な
く
て
、
「
ま
た

わ
が
家
に
カ
エ
ル
ん
じ
ゃ
な

い
の
」。

	

（
一
部
省
略
）

数
年
前
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の

連
続
テ
レ
ビ
小
説
の
中
で
、

「Calling

」
と
い
う
言
葉
を

耳
に
し
た
時
、
そ
の
言
葉
の

響
き
の
美
し
さ
に
胸
を
打
た

れ
ま
し
た
。
天
が
、
神
が
、

そ
の
職
に
就
く
こ
と
が
ふ
さ

わ
し
い
も
の
と
し
て
呼
ん
で

い
る
、
そ
う
し
な
さ
い
と
呼

び
掛
け
て
い
る
職
業
＝
天

職
。
小
生
は
キ
リ
ス
ト
教
信

者
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
の

言
葉
が
気
に
な
っ
て
仕
方
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

以
前
、
娘
の
高
校
の
進
路

相
談
会
に
参
加
し
た
際
、「
好

き
な
こ
と
を
し
て
、
そ
れ
が

人
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
職
業
で

あ
り
、
そ
れ
な
り
の
報
酬
が

得
ら
れ
る
。
そ
れ
が
理
想
的

な
職
業
で
あ
る
」
と
い
う
よ

う
な
講
師
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
さ
し
く
今
の
小
生

の
状
況
に
ぴ
っ
た
り
当
て
は

ま
り
ま
す
。天
職
な
の
で
す
。

好
き
な
こ
と
を
し
て
い
て
お

金
を
貰も

ら

え
る
の
で
す
か
ら
、

こ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
ん
な
事
も
あ
り
ま
し

た
。
入
局
２
年
目
で
関
連
病

院
に
赴
任
し
た
時
、
病
院
紙

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
先
生

の
名
前
の
上
と
下
を
つ
な
げ

る
と
『
小
児
』
に
な
る
ん
で

す
ね
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
考
え
て
も
い
な
か

っ
た
事
な
の
で
、
そ
の
時
は

た
だ
び
っ
く
り
し
た
だ
け
だ

っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
も
後

で

考

え

て

み

る

と
、

Calling

な
の
か
と
（
た
だ

の
こ
じ
つ
け
に
も
思
え
ま
す

が
、
こ
ん
な
名
前
を
つ
け
て

く
れ
た
両
親
に
感
謝
で
す
）。

小
児
科
医
を
選
ん
だ
理
由

は
、ふ
ざ
け
た
も
の
で
し
た
。

「
大
学
で
の
先
生
の
授
業
に

感
動
し
て
」
と
か
、
「
教
室

の
研
究
業
績
が
素
晴
ら
し

く
、
少
し
で
も
そ
れ
に
貢
献

し
た
い
」
と
か
い
う
気
持
ち

は
全
く
無
く
て
、
た
だ
単
に

子
ど
も
達
に
接
す
る
こ
と
の

で
き
る
診
療
科
だ
っ
た
か

ら
、
小
児
科
学
教
室
に
入
局

し
ま
し
た
。
小
児
科
医
に
な

る
こ
と
は
、
医
学
部
に
入
学

し
た
時
点
で
も
う
決
め
て
い

た
こ
と
な
の
で
す
。

現
在
の
毎
日
の
生
活
を
見

て
み
る
と
、
ど
う
で
し
ょ
う

か
？　

子
ど
も
達
に
毎
日
接

し
て
い
て
、
楽
し
く
て
仕
方

あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
達
を

「
診
察
し
て
、
治
療
し
て
」

と
い
う
意
識
は
極
め
て
薄

く
、
遊
ん
で
も
ら
っ
て
い
る

と
い
う
感
覚
の
方
が
強
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。Worka-

holic

の
よ
う
に
思
わ
れ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
日
曜

日
に
は
何
を
し
て
良
い
の
や

ら
分
か
ら
ず
手
持
ち
無
沙
汰

で
も
、
月
曜
日
が
始
ま
る
と

生
き
生
き
し
て
く
る
自
分
を

自
覚
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

毎
日
の
診
療
の
99
％
（
ち

ょ
っ
と
大
袈げ

さ裟
か
…
…
）は
、

い
わ
ゆ
る
「
か
ぜ
」
で
、
ち

ょ
っ
と
手
の
込
ん
だ
も
の

は
、
県
立
病
院
や
市
民
病
院

に
お
任
せ
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
か
ら
、
公
立
病
院
の

勤
務
医
の
先
生
方
に
し
て
み

れ
ば
、
「
お
気
楽
な
こ
と
を

言
い
や
が
っ
て
。
そ
っ
ち
の

尻
ぬ
ぐ
い
で
、
こ
っ
ち
は
て

ん
て
こ
舞
い
の
毎
日
な
ん
だ

よ
！

」
と
お
思
い
に
な
っ
て

い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
も

っ
と
も
な
こ
と
で
す
。
足
を

向
け
て
寝
ら
れ
ま
せ
ん
。
罪

滅
ぼ
し
の
つ
も
り
で
、
夜
間

急
病
セ
ン
タ
ー
の
当
直
や
年

末
年
始
と
Ｇ
Ｗ
の
休
日
在
宅

当
番
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
身

で
す
か
ら
、
社
会
に
貢
献
す

る
と
い
う
大
そ
れ
た
考
え
は

持
ち
合
わ
せ
て
は
い
ま
せ

ん
。
細
々
と
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
、
力
の
続
く
限
り
、

「
天
職
で
あ
る
小
児
科
医
」

を
全
う
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
大
還
暦
ま
で
、
後
た

っ
た
の
60
年
だ
！
　

ど
こ
ま

で
子
ど
も
達
に
遊
び
相
手
と

し
て
見
て
も
ら
え
る
か
、
一

抹
の
不
安
は
あ
り
ま
す
が

…
…
。	

（
一
部
省
略
）
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位
）
で
あ
る
。

従
っ
て
、
Ｊ
Ｄ
Ｎ
の
各
国

若
手
医
師
が
必
ず
し
も
各
国

医
師
会
の
意
見
を
代
表
し
て

い
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
そ

の
代
わ
り
に
彼
ら
の
率
直
な

意
見
が
聴
け
る
よ
う
に
工
夫

さ
れ
て
い
る
。

世
界
医
師
会
Ｊ
Ｄ
Ｎ
の
主

な
活
動
は
、
テ
ー
マ
ご
と
に

設
置
さ
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
に
お
け
る
議
論
を
経

て
、
世
界
の
若
手
医
師
の
関

心
事
に
対
す
る
提
言
書
を
作

成
し
、
Ｗ
Ｍ
Ａ
の
会
議
で
提

案
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
各
国
医
師
会
が
提

案
し
た
提
言
書
に

対
し
て
、
若
手
医

師
の
視
点
か
ら
貢

献
す
る
。
例
え
ば
、

２
０
１
５
年
の
Ｗ

Ｍ
Ａ
モ
ス
ク
ワ
総

会
で
採
択
さ
れ
た

「
医
師
の
安
寧
に

関
す
る
世
界
医
師

会
声
明
」
は
、
Ｊ

Ｄ
Ｎ
が
起
草
し
、

各
国
医
師
会
の
指

導
を
受
け
て
形
に

な
っ
た
も
の
で
あ

る
。こ

の
よ
う
な
ア

ド
ボ
カ
シ
ー
活
動

を
行
う
準
備
と
し

て
、
講
師
を
招
い

て
勉
強
し
、
独
自

の
調
査
を
試
み
る

こ
と
も
あ
る
。
こ

当
院
は
、
東
京
都
の
比
較

的
医
療
過
疎
地
域
に
あ
る
。

今
年
は
小
児
科
医
減
少
が
大

打
撃
と
な
り
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
は
休

止
、
産
科
当
直
は
倍
増
し
た
。

産
科
救
急
は
強
烈
に
楽
し
い

し
、
現
場
で
必
要
と
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
が
た
い
。
し
か

し
、
学
会
・
会
議
に
加
え
当

直
月
８
回
の
現
実
に
、
健
康

と
家
庭
の
保
持
は
限
界
に
近

い
。か

つ
て
医
学
部
面
接
で
は

「
女
子
で
医
学
部
受
験
？
」

と
聴
か
れ
、臨
床
実
習
で「
女

は
不
要
」
と
言
わ
れ
た
（
今

は
禁
忌
）。
麻
酔
科
研
修
で
、

当
時
は
珍
し
い
女
性
教
授
に

「
医
局
で
姫
な
ん
て
呼
ば
れ

て
い
る
よ
う
で
は
駄
目
！

」

と
叱し

っ

た咤
さ
れ
、
早
く
爺
さ
ま

に
な
り
た
い
と
思
っ
た
（
婆

さ
ま
は
ま
ず
見
な
か
っ
た
）。

ボ
ヤ
ボ
ヤ
す
る
う
ち
、
大
学

の
産
婦
人
科
で
自
分
が
女
性

最
年
長
に
な
っ
て
し
ま
い
、

も
は
や
姫
で
も
爺
さ
ま
で
も

な
い
。

婆
、
紅
一
点
で
会
議
に
出

る
機
会
も
多
い
が
、
男
性
中

心
社
会
の
目
標
・
美
徳
を
否

定
す
る
価
値
観
を
、
自
身
も

持
っ
て
い
る
と
思
う
。
家
庭

や
子
ど
も
の
こ
と
は
手
際
よ

く
『
片
付
け
』、
可
能
な
限

り
の
時
間
と
精
力
を
仕
事
に

捧
げ
、
職
業
的
『
上
昇
』
志

向
を
持
ち
続
け
て
『
指
導
的

立
場
』
で
活
躍
す
る
者
が
女

性
医
師
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
？　

確
か
に
、
女
性
が
こ
の
社
会

に
食
い
込
む
に
は
、
ま
ず
そ

の
よ
う
な
超
人
が
必
要
だ
っ

た
。だ

が
、
頑
張
る
女
性
の
成

功
物
語
の
多
く
は
、
才
能
と

根
性
と
幸
運
の
美
談
と
な

り
、
『
私
に
は
ち
ょ
っ
と

…
…
』
と
い
う
反
応
も
自
然

に
思
え
る
。

女
性
が
家
庭
の
枠
を
超
え

社
会
参
画
す
る
本
当
の
意
味

は
、
超
人
を
増
や
す
こ
と
で

な
く
、
女
性
が
自
然
体
で
振

る
舞
い
、
家
庭
と
社
会
の
両

方
で
、
自
分
勝
手
だ
の
無
茶

苦
茶
だ
の
と
言
わ
れ
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
を

根
底
か
ら
変
え
て
い
く
こ
と

に
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

あ
る
べ
き
未
来
図
は
不
明
な

の
だ
が
。

毎
年
、
日
本
産
婦
人
科
医

会
で
産
科
勤
務
医
の
勤
務
環

境
調
査
に
携
わ
る
。
夫
が
私

の
Ｐ
Ｃ
を
覗の

ぞ

き
、「『
産
科
医

の
〈
夫
の
〉
過
酷
な
勤
務
環

境
に
関
す
る
基
調
講
演
』
は

ぜ
ひ
自
分
が
」
と
言
う
。
そ

ん
な
仕
事
の
要
請
も
ま
だ
こ

な
い
よ
う
だ
。

れ
ら
の
一
連
の
実
践
を
通
し

て
、
若
手
医
師
は
ア
ド
ボ
ケ

ー
タ
ー
と
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
さ
れ
る
。
Ｊ
Ｄ
Ｎ
を
引
退

し
た
医
師
は
各
国
医
師
会
で

の
役
割
を
担
う
こ
と
も
多

い
。

日
本
で
の
活
動
は
？

２
０
１
２
年
10
月
に
国
際

保
健
検
討
委
員
会
の
下
に

「
日
本
医
師
会
ジ
ュ
ニ
ア
ド

ク
タ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（Japan Medical Associ-

ation 
Junior 

Doctors 

Network

：
Ｊ
Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ

Ｎ
）
」
が
設
立
さ
れ
た
。

原
則
と
し
て
卒
後
10
年
以

下
の
若
手
医
師
で
構
成
さ

れ
、
日
医
の
温
か
い
ご
支
援

を
得
て
、
若
手
が
主
体
性
を

も
っ
て
運
営
す
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
あ
る
。
21
名
で
始
ま

っ
た
Ｊ
Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
も
、

現
在
は
全
国
２
５
０
名
ほ
ど

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
広
が
っ

て
い
る
。

Ｊ
Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
の
活
動

は
、
日
本
の
若
手
医
師
が
直

面
し
て
い
る
医
師
の
働
き
方

や
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
い
っ
た

身
近
な
話
題
か
ら
、
医
療
を

広
い
視
野
で
検
討
す
る
よ
う

な
、
持
続
可
能
な
地
域
医
療

の

在

り

方

やUniversal 

Health 
Coverage

（
Ｕ
Ｈ

Ｃ
）
等
の
テ
ー
マ
ま
で
勉
強

会
を
行
う
。
一
部
の
メ
ン
バ

ー
は
、
医
師
の
働
き
方
改
革

や
Ｕ
Ｈ
Ｃ
に
関
し
て
調
査
と

提
言
に
関
わ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し

て
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
は
若

手
医
師
が
「
幅
広
い
視
野
を

持
っ
て
社
会
に
貢
献
で
き
る

医
師
」
に
な
れ

る
よ
う
、
公
衆

衛
生
活
動
の
実

践
を
行
う
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
提
供
し
て
い

る
。世

界
医
師
会

Ｊ
Ｄ
Ｎ
の
中
で

も
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
は
若
手

医
師
が
自
国
医

師
会
の
中
で
組

織
的
な
活
動
を

継
続
し
て
い
る

こ
と
を
高
く
評

価
さ
れ
、
２
０

１
５
年
以
降
世

界
医
師
会
Ｊ
Ｄ

Ｎ
の
役
員
を
輩

出
し
続
け
て
い

る
。

医
師
会
活
動
と
若
手
医
師

国
内
で
も
少
し
ず
つ
Ｊ
Ｍ

Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
に
期
待
を
寄
せ

て
頂
く
こ
と
も
多
く
な
っ
て

き
た
。
し
か
し
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
─

Ｊ

Ｄ
Ｎ
は
発
展
途
上
に
あ
る
。

Ｐ
・
Ｆ
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
が

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
Ｊ
Ｍ

Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
の
よ
う
な
市
民

社
会
組
織
の
本
質
は
、
一
人

ひ
と
り
が
社
会
の
中
で
自
分

の
役
割
と
居
場
所
を
持
て
る

よ
う
に
促
す
こ
と
に
あ
る
。

臨
床
や
研
究
、
教
育
の
傍
ら

で
社
会
課
題
に
取
り
組
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
全
国
の
若

手
医
師
が
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ

Ｎ
等
の
医
師
会
活
動
に
参
画

し
て
役
割
と
居
場
所
を
持
て

る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。

例
え
ば
、
北
海
道
医
師
会

で
は
新
た
に
勤
務
医
部
会
に

若
手
医
師
専
門
委
員
会
を
設

立
し
た
。
道
内
の
若
手
医
師

や
医
学
生
が
主
体
的
に
自
ら

の
問
題
意
識
を
基
に
テ
ー
マ

を
設
定
し
、
定
期
的
に
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
２
０
１
７
年
10
月
に

は
、
北
海
道
医
師
会
が
開
催

す
る
勤
務
医
交
流
会
を
主
催

し
、
企
画
運
営
に
も
携
わ
っ

た
。決

し
て
最
初
か
ら
北
海
道

医
師
会
に
活
発
な
若
手
医
師

や
医
学
生
が
多
か
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
当
初
は
、
通
常

の
会
議
方
法
や
イ
ベ
ン
ト
形

式
で
あ
っ
て
も
、
集
合
し
た

若
手
は
す
っ
か
り
か
し
こ
ま

り
、
緊
張
感
の
あ
る
雰
囲
気

で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
役
員

の
先
生
や
事
務
の
方
々
の
ご

支
援
を
賜
り
な
が
ら
、
数
年

間
か
け
て
若
手
も
参
加
し
や

す
く
、
カ
フ
ェ
で
話
す
よ
う

な
和
や
か
な
雰
囲
気
を
共
に

つ
く
り
上
げ
て
き
た
。

そ
の
過
程
の
初
期
に
、
Ｊ

Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
は
北
海
道
で

社
会
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

る
若
手
医
師
や
医
学
生
に
声

を
掛
け
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

を
手
伝
っ
た
。

ど
の
地
域
で
も
必
ず
社
会

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
若

手
医
師
や
医
学
生
が
い
て
、

潜
在
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

築
い
て
い
る
。
諸
先
輩
方
が

地
域
の
医
師
会
活
動
に
身
を

投
じ
て
い
る
よ
う
に
、
若
手

医
師
に
と
っ
て
も
、
地
域
の

中
で
主
体
的
に
考
え
、
企
画

運
営
等
で
役
割
を
担
う
機
会

を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

そ
う
し
た
中
で
や
り
が
い

を
感
じ
る
こ
と
は
、
医
師
会

の
持
続
可
能
性
や
組
織
力
の

向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。Ｊ

Ｍ
Ａ
─

Ｊ
Ｄ
Ｎ
は
、
世

界
医
師
会
Ｊ
Ｄ
Ｎ
に
対
応
し

て
、
日
本
全
国
で
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
課
題
に
関
心
を
寄
せ

て
い
る
若
手
医
師
の
声
を
聴

き
、
そ
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
場
で
あ
る
。
こ
の
場
を

設
け
て
頂
い
た
日
医
と
全
国

医
師
会
の
皆
様
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
の
ご
支
援
と
ご
指

導
を
賜
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
医
国

際
課

産婦人科医師29年目
日本医科大学産婦人科学准教授／
日本医科大学多摩永山病院女性診療科・産科副部長　関口敦子

Ｊ
Ｄ
Ｎ
と
は
？

２
０
１
０
年
10
月
に
バ
ン

ク
ー
バ
ー
で
行
わ
れ
た
世
界

医
師
会
総
会
に
お
い
て
、
世

界
中
の
若
手
医
師
の
声
を
聴

く
た
め
にJunior Doctors 

Network

（
Ｊ
Ｄ
Ｎ
）
が
設

立
さ
れ
た
。
10
カ
国
ほ
ど
の

若
手
医
師
で
始
ま
っ
た
活
動

は
、
現
在
62
の
国
と
地
域
か

ら
医
師
が
参
画
す
る
ま
で
に

増
え
て
い
る
。

Ｊ
Ｄ
Ｎ
の
構
成
メ
ン
バ
ー

は
世
界
医
師
会
（
Ｗ
Ｍ
Ａ
）

の
正
会
員
（
組
織
単
位
）
で

は
な
く
、
準
会
員
（
個
人
単

北海道医師会医学生・若手医師キャリア支援検討会の様子（2018年7月15日）
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